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平成１６年８月２３日

報道機関　各位

情報化推進部情報企画課長
河　野　　　登

広島産学官連携フェア

「広島大学リエゾンフェア2004 in 東京」
の開催について

本学では、昨年度に引き続き、東京で「広島大学産学官連携フェア～

広島大学リ エゾンフェア2004 in 東京」を、下記のとおり開催しますのでお

知らせいたしま す。

記

開催日
時

平成１６年１０月１２日（火）１０：３０～１８：４０

会場
東京都立産業貿易センター：浜松町館（東京都港区海岸１－
７－８）

主催 広島大学

後援 文部科学省、経済産業省、東広島市、日刊工業新聞社

プログラム

１． 開会式 10:30～11:00　主催者挨拶、来賓ご挨拶

２． マッチングセッション 11:00～17:00

・事業化シーズの紹介（３２件出展）

・「シリコンヒルズ構想」

・社会連携推進機構活動の紹介

技術相談会 11:00～17:00　個別相談コーナー

３． 主要プロジェクト発表 11:00～15:00

・「広島大学社会連携推進機構の設立と将来の展開」

広島大学 理事・副学長（社会連携担当）　興 直孝

・「産学官連携推進の現状と将来」

文部科学省 研究振興局 研究環境・産業連携課長　田中
敏

・大学発ベンチャー事例：「ヒト肝細胞を持つキメラマウス」

広島大学 理事・副学長（研究・国際担当）　吉里 勝利

株式会社フェニックスバイオ 副社長　島田 卓（＊）

・産学協同研究事例：「かいわれ大根へのビタミンB12の導入とそ
の意義」

広島大学名誉教授　佐藤 一精（＊）
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株式会社村上農園

（＊）は発表者

４． 交流会 17:10～18:40

【問い合わせ先】

広島大学産学連携センター

教授 松井、助教授 白浜

ＴＥＬ：０８２－４２１－３６４５、３６４４

ＦＡＸ：０８２－４２４－３６３９

E-mail：mmatsui@hiroshima-u.ac.jp

［発信枚数；Ａ４版　２枚（本票含む）］

・「リエゾンフェア2004 in 東京」の開催について

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h16/040823b-2.html
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2004.8.23

「広島産学官連携フェア～
広島大学リエゾンフェア2004 in 東京」

広島大学　産学連携センター

１．背景

地域産業活性化のため、産学官により新産業を創出していくことが重

要となって います。国による産学官連携に関わる科学技術振興予算の

増加や、大学発ベン チャーに対する各種支援策の整備が進み、地域に

おける産学官連携に対する期待 はますます高くなっています。

広島大学では、世界トップレベルの特色ある総合研究大学を目指すと

ともに、基 礎的・先進的研究の更なる活性化を図り、産業界との連携を

深めることによっ て、新たな産業（技術）革新の実現に向けた挑戦を続け

て行きたいと考えていま す。

２．趣旨

広島大学では、研究成果に基づく事業化（技術）シーズを公開すること

によって 産業界との連携を深め、共同研究の促進、研究成果の事業化・

製品化の実現を目 指すことを目的として、平成１３年度から「広島大学リ

エゾンフェア」を開催し てきました。

本年度は、昨年度の成果を踏まえ、引き続き東京で「広島産学官連携

フェア～広 島大学リエゾンフェア2004 in 東京」を開催し、首都圏の企業・

研究機関との連 携を深め、新たな産業（技術）革新の実現に向けた挑戦

を続けて行きたいと考え ています。

なお、本フェアは昨年同様、広島大学と広島県、ひろしま産業振興機

構が協働し て執り行います。

３．広島大学の出展・発表の概要

広島大学の研究成果に基づき３２件の個別シーズを展示・公開し、企

業・団体な どからの参加者とニーズ・シーズのマッチングを行います。

(1) 特別ブースでは、新しく設立された広島大学社会連携推進機構の活

動概況ならびに地域との協働事業「シリコンヒルズ構想」の展示を行

います。

(2) 主要プロジェクト発表では、文部科学省、本大学社会連携推進機構

からの基調講演に続き、ベンチャー並びに共同研究などの成功事例

などを紹介いたします。

４．期待される効果
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(1) 広島大学の代表的な研究成果を広く都市圏の企業・団体・研究機関

の方々に理解して頂きます。

(2) 本フェアを通じて、共同研究などの成果が生まれることを期待してい

ます（目標約１０件）

５．参加対象者

一般企業、官庁、自治体、大学、各種研究機関、ＴＬＯなど産学官連携

推進に関 わる機関・団体。約５００名参加を想定。

以上


